
　

　37 巻 4 月号をお届けします．
　4 月は出会いの季節です．新しく職場に入られた皆様は，希望と期待に胸を膨らませた
毎日をお過ごしのことと思います．今月は，これまで学ばれてきた理学療法教育施設の自
己点検・評価についての特集を組みました．
　現代社会においては，透明性と説明責任が強く求められており，一つの形として“科学
的根拠に基づく医療”が推進されていることはご存知の通りです．お客様は神様ですと言
う言葉が新鮮であった時代を経て，現代では顧客ニーズに合わせた品質管理は基本中の基
本であり，安かろう，悪かろうでは通用しません．これまで，種々の社会通念が急速に変
化・進展する中で，なぜか医療界と教育界は聖域としてその変化が牛歩であったことは厳
粛に受け止めなければなりません．
　自己点検・評価とは，「自らが進んで自己の組織や機能について調査して，それを分析・
評価した結果を明確な形で示して，具体的に活用していく一連の行為」といえます．その
方法には，自己洞察とともに，対象者や他者の意見を積極的に聞き入れることがあります．
すなわち，ここでいう自己評価には他者評価の要素が含まれているわけです．また，点
検・評価とは，単に現状を把握するにとどまらず，得られた結果を基に自己の行動を修正
して，新たな目標を設定していくことが含まれています．これは，理学療法評価の意味す
るところを考えれば，容易に想像できることと思います．
　潮見先生には，理学療法養成施設の認可・設立を含めた点検・評価について解説いただ
きました．特に，第 3 者機関による評価の意義を明確にお述べいただき，社団法人日本理
学療法士協会としての点検の責務についても言及されています．近い将来，現在行われて
いる調査結果が詳細に公表されることを期待しています．
　嶋田先生には，大学における自己点検・評価について詳細に解説いただきました．工藤
先生は短期大学の概要とともに，秋田大学で取組まれた卒業生とその上司による教育評価
の結果もお示し下さいました．これらの調査も，第 3 者機関が全国規模で実施すれば，さ
らに赤裸々で一層有用な結果が示されることが予想されます．
　中屋先生には，専修学校について，とくに私立リハビリテーション学校連絡協議会での
取り組みをご紹介いただきました．
　乾先生は，大学院の教育・研究をいかに展開するかの視点にたってご執筆下さいました．
　入門講座，講座，1 頁講座とともに，この時期ならではの“新人理学療法士へのメッセ
エージ”に熱いエールが載せられています．また，来月に控えた第 38 回日本理学療法学
術大会の開催地である長野が紹介されています．
今年になって，既に昨年 1 年分以上の投稿論文が掲載されました．今年は WCPT での研
究報告の準備もありますので，多くの論文が投稿されることを期待しております．
　今年度もどうぞよろしくお願いいたします．

（内山　靖）
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